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２
歳
の
娘
を
持
つ
母
親
で
す
。
３
歳
未

満
の
子
ど
も
を
保
育
園
に
預
け
る
場
合
、

就
労
時
間
が
１
か
月
に
１
２
０
時
間
以
上

必
要
な
の
は
な
ぜ
で
す
か
。
休
憩
を
含
め

て
１
日
７
時
間
は
職
場
に
い
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
保
育
園
に
預
け
ら
れ
る
の

が
８
時
間
だ
と
、
子
ど
も
を
送
迎
す
る
際

に
、
保
育
園
と
職
場
の
間
を
３０
分
ず
つ
で

移
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
時
間
的

な
余
裕
が
な
い
た
め
、
多
く
の
母
親
が
延

長
保
育
を
申
し
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

正
社
員
で
な
い
と
１
か
月
に
１
２
０
時
間

以
上
勤
務
で
き
な
い
会
社
も
あ
り
、
正
社

員
と
し
て
働
い
て
い
る
場
合
、
急
き
ょ
体

調
不
良
に
な
っ
た
子
ど
も
を
迎
え
に
行
く

と
き
も
、
会
社
に
融
通
し
て
も
ら
え
な
か

っ
た
り
、
嫌
な
顔
を
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

３
歳
未
満
の
子
ど
も
を
持
つ
母
親
が
働
き

や
す
く
な
る
よ
う
に
、
１
か
月
に
必
要
な

就
労
時
間
を
減
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

３
歳
未
満
児
を
受
け
入
れ
る
た
め
の

保
育
所
認
可
基
準
は
、
３
歳
以
上
児

に
比
べ
、
子
ど
も
に
対
す
る
職
員
配
置
の

割
合
が
高
く
、
広
い
保
育
室
も
必
要
で
す
。

現
在
、
市
内
全
て
の
３
歳
未
満
の
お
子
さ

ん
を
受
け
入
れ
る
体
制
が
整
っ
て
い
な
い

た
め
、
保
育
の
必
要
性
の
高
い
方
を
優
先

に
考
え
、
就
労
時
間
の
下
限
を
１
２
０
時

間
と
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
女
性
の
就
労

率
は
高
く
な
っ
て
お
り
、
保
育
園
に
通
園

す
る
０
歳
～
２
歳
児
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
就
労
形
態
も
多
様
化
し
て
い
る
た

め
、
就
労
時
間
の
下
限
の
変
更
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
な
お
、
入
園
基
準
に
満
た

な
い
方
は
、
市
内
８
園
で
一
時
保
育
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
子
ど
も
課
）

　

学
校
教
科
の
学
び
直
し

　
市
内
で
は
、
運
動
や
健
康
に
関
す
る
講

座
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
小
・
中
学

校
や
高
等
学
校
で
習
っ
た
教
科
に
つ
い
て

も
、
再
度
、
教
師
か
ら
学
び
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
国
語
や
数
学
、
理
科
、

物
理
な
ど
の
講
座
を
開
設
し
て
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
教
科
そ
の
も
の
の
講
座
は

現
在
開
催
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
幼
児

か
ら
高
齢
者
を
対
象
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
生

涯
学
習
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
健
康

や
郷
土
史
な
ど
身
近
な
内
容
の
「
シ
ニ
ア

フ
リ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
」「
市
民
大
学
講
座
」

や
、
文
学
や
歴
史
な
ど
の
よ
り
専
門
的
な

内
容
の
「
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
幅
広
い
テ
ー
マ
の

講
座
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
涯
学
習
課
）

　

六
万
石
く
る
り
ん
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ

　
他
市
で
は
１
時
間
ご
と
に
市
営
バ
ス
が

回
っ
て
い
ま
す
が
、
六
万
石
く
る
り
ん
バ

ス
は
、
２
時
間
に
１
回
し
か
回
っ
て
お
ら

ず
、
と
て
も
不
便
で
す
。
２
０
０
円
に
な

っ
て
も
良
い
の
で
、
回
数
を
増
や
し
て
く

だ
さ
い
。

六
万
石
く
る
り
ん
バ
ス
は
、
市
街
地

線
、
西
廻
り
線
、
東
廻
り
線
の
３
路

線
を
運
行
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
路
線

も
午
前
８
時
台
か
ら
午
後
５
時
台
ま
で
の

００
分
に
西
尾
駅
を
出
発
す
る
ダ
イ
ヤ
で
、

同
じ
ル
ー
ト
を「
右
ま
わ
り
」「
左
ま
わ
り
」

と
交
互
に
１
時
間
に
１
便
ず
つ
運
行
し
て

い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
が
利
用
し

や
す
い
よ
う
に
、
バ
ス
停
か
ら
左
右
両
方

向
の
目
的
地
へ
行
け
る
現
在
の
形
式
と
な

っ
て
い
ま
す
。　
　
（
地
域
支
援
協
働
課
）

「市民の声」を紹介します
　「市民の声」は、皆さんから市政に対する意見や要
望などを広くお聴きする制度です。
　ここでは、いただいた意見などの中から、その一
部を紹介します。なお、意見などは要約しています。

問秘書課広聴担当（☎65・216０）投書箱（設置場所により
形が異なります）

答

答

答

市ホームページ内の入力
フォーム

　

３
歳
未
満
児
を
保
育
園
に
預
け
る

　

場
合
の
母
親
の
就
労
時
間

六万石くるりんバス「西尾駅」バス停

大学と連携して「オープンカレッ
ジ」を開催しています
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観
光
経
路
の
表
示
物

　
市
内
の
観
光
経
路
に
、
カ
ラ
ー
で
西
尾

城
が
描
か
れ
「
文
化
の
回
廊　
三
河
の
小

京
都
・
西
尾　
城
下
町
歴
史
小
径
」
と
表

記
さ
れ
た
小
さ
な
円
形
の
プ
レ
ー
ト
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
マ
ン
ホ
ー
ル
で
す
か
。

そ
の
円
形
の
プ
レ
ー
ト
は
、
マ
ン
ホ

ー
ル
で
は
な
く
、
平
成
７
年
に
、
市

が
全
国
京
都
会
議
か
ら
『
小
京
都
』
に
認

定
さ
れ
た
際
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
上

に
設
置
し
た
目
印
で
、
市
特
産
の
鋳
物
で

で
き
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
レ
ー
ト
を
目
印

に
三
河
の
小
京
都
巡
り
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　

肴
町
の
町
並
み
保
存

　
私
は
、
肴
町
の
古
い
町
並
み
が
気
に
入

っ
て
西
尾
市
に
移
り
住
み
、
周
囲
の
景
観

に
合
わ
せ
て
町
屋
風
の
家
を
建
て
ま
し
た
。

現
在
、
肴
町
に
住
む
人
は
高
齢
化
し
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
町
並
み
が
保
て
な
く

な
り
ま
す
。
西
尾
祇
園
祭
の
大
名
行
列
も
、

こ
の
町
並
み
の
中
で
や
る
か
ら
こ
そ
価
値

が
あ
る
と
思
う
の
で
、
町
並
み
保
存
の
た

め
に
市
も
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
、
肴
町
の
道
路
が

舗
装
整
備
さ
れ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
ど

の
よ
う
な
計
画
で
行
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
道
路
の
舗
装
整
備
と
同
時
に
、
町
並

み
に
合
わ
せ
て
電
柱
を
撤
去
し
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

町
並
み
を
保
全
す
る
に
は
、
地
域
住

民
の
方
が
景
観
の
良
さ
を
再
認
識
し

て
地
域
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
市
民
と

行
政
が
良
好
な
景
観
の
保
全
や
創
出
に
対

し
て
同
じ
考
え
を
持
つ
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
そ
の
必
要
性

を
見
極
め
て
い
き
ま
す
。

　
現
在
の
舗
装
は
工
事
後
の
継
ぎ
は
ぎ
が

多
く
、
歩
行
者
な
ど
の
通
行
に
支
障
が
あ

る
た
め
、
今
年
度
、
機
能
復
旧
を
目
的
と

し
た
舗
装
の
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。
施

工
範
囲
は
、
南
側
県
道
交
差
点
か
ら
北
側

信
号
交
差
点
ま
で
、
約
２
０
０
ｍ
の
予
定

で
す
。　
　
　
（
都
市
計
画
課
・
土
木
課
）

「市民の声」を紹介します特集

答

答

「小京都めぐり市街地散策コース」
に設置されているプレート

■市政に対する意見をお寄せください
　市政に対する意見は、公共施設に設置の「市民の
声」投書箱へ備え付けの専用用紙で投かんするか、
市ホームページ内の「市民の声」入力フォームから
送信してください。また、郵送（〒４４５―８５０１住所不
要）やファクス（ＦＡＸ５７・１３１３）でも受け付けます。
郵送などの場合は、文書に「市民の声」と明記して
ください。受け付けからおおむね２週間以内に回答
しますが、検討に時間を要する場合もありますので
ご了承ください。
投書箱設置場所　市役所行政情報コーナー（西玄関

隣）、各支所、総合福祉センター、西尾市保健セン
ター、西尾勤労会館、佐久島東渡船場、文化会館、
西尾市立図書館、中央・寺津・米津・福地・西野
町・八ツ面・鶴城・室場・三和・矢田の各ふれあ
いセンター、一色町・吉良町・幡豆の各公民館

■「市民の声」を市ホームページなどで公開
　「市民の声」に多く寄せられる意見の中で、代表的
なものや市政運営の参考となる意見の要旨と回答を
公開しています。市ホームページや市役所行政情報
コーナーと各支所で閲覧できます。

▼「市民の声」2７年４月～９月の受付件数とその分野
分 野 件 数

産業振興（観光、地域ブランド、商業、農・水産業、工業・新産業・雇用） １０
社会基盤（道路、災害対策、公共交通、市街地、上・下水道） ２１
子育て・教育・文化・スポーツ（子育て、学校教育、生涯学習、歴史文化、スポーツ、青少年健全育成） ３８
健康・福祉（地域医療、健康づくり、高齢者福祉、障害者福祉、社会保障、消費者保護） ４
自然環境・生活（公園・緑地、自然環境、河川・海岸、地球環境、環境衛生、防災、防犯・交通安全、消防） ４４
市民・行政（市民協働、情報共有、コミュニティ、行財政運営） ４５
その他 １１
合計（延べ件数。意見などの内容が複数課に関係するものは、細分化しています） １７３

肴
町
は
、
西
尾
祇
園
祭
の
大
名
行
列
の
ス
タ
ー

ト
地
点
に
な
っ
て
い
ま
す
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